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改
編
本
『
類
衆
名
義
抄
』
と
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
　
の
漢
音

〇
、
本
稿
の
目
的

本
稿
の
筆
者
は
、
同
一
時
代
の
漢
音
・
呉
音
等
の
内
部
に
、
か
つ
て
、
中
国

語
原
音
の
規
範
に
近
い
音
と
、
そ
れ
と
は
離
れ
、
日
本
語
化
さ
れ
た
音
と
が
存

（1）

し
、
そ
れ
ら
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
、
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
使
用
さ
れ
た
漢
音
に
複
数
の
も
の
が
存
し
た

こ
と
を
、
具
体
的
に
記
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

そ
し
て
、
本
稿
の
結
果
を
、
l
な
ぜ
、
．
そ
れ
ら
の
音
が
と
も
に
必
要
で
あ
っ
た

の
か
、
を
考
察
す
る
基
礎
資
料
と
し
た
い
。

一
、
本
稿
の
対
象
資
料

本
稿
で
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
辞
書
に
記
さ
れ
た
漢
音
を
取
り
上
げ
る
。

そ
の
た
め
に
、
分
析
可
能
な
数
の
声
点
と
仮
名
音
注
と
が
加
点
さ
れ
て
い
る

辞
書
と
し
て
、
『
類
朱
名
義
抄
』
と
『
色
菓
字
類
抄
』
と
を
選
ぶ
。

そ
し
て
、
加
点
の
時
期
を
で
き
る
限
り
近
づ
け
る
た
め
、
改
福
本
『
類
衆
名

義
抄
』
と
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
と
を
比
較
す
る
。

佐
々
木
　
勇

1
．
改
編
本
『
類
衆
名
義
抄
』

改
編
本
『
類
衆
名
義
抄
』
は
、
現
存
本
に
四
系
統
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。（2）

高
山
寺
本
系
・
観
智
院
本
系
・
蓮
成
院
本
系
・
西
念
寺
本
系
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
ヶ
ち
、
現
存
最
古
の
写
本
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
書
写
加
点
さ
れ
た
天

（3）

理
個
書
館
現
蔵
の
高
山
寺
旧
蔵
本
で
あ
る
。

そ
れ
に
続
く
の
が
天
理
図
書
館
現
蔵
の
観
智
院
本
鎌
倉
中
期
写
本
で
あ
り
、

蓮
成
院
本
系
最
古
の
鎮
国
守
国
神
社
蔵
本
は
南
北
朝
期
、
西
念
寺
本
系
最
古
の

天
理
図
書
館
蔵
本
は
近
世
の
書
写
で
あ
る
。

A
．
改
編
本
『
類
衆
名
義
抄
』
諸
本
の
比
較

こ
れ
ら
の
現
存
改
編
諸
本
の
正
音
注
へ
の
加
点
を
、
彿
上
巻
頭
部
分
で
対
照

す
る
と
、
次
表
の
通
り
で
あ
る
。
（
た
だ
し
、
鎮
国
守
国
神
社
本
は
こ
の
部
分
に

朱
点
が
ほ
と
ん
ど
無
い
。
ま
た
、
西
念
寺
本
は
こ
の
部
分
が
現
存
し
な
い
。
）

次
表
で
は
、
本
文
に
反
切
・
同
音
字
注
が
存
す
る
掲
出
字
の
み
、
高
山
寺
本

の
掲
載
順
に
掲
げ
る
。
塁
点
は
、
「
　
」
　
で
括
る
。
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右
の
よ
う
な
状
況
を
い
か
に
見
る
か
は
、
判
断
が
分
か
れ
よ
う
。
と
も
に
、

当
時
の
日
本
漢
字
音
を
注
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
加
点
内
容
が
一
致
す
る
こ
と

が
あ
る
の
は
当
然
と
も
言
え
る
。

し
か
し
、
高
山
寺
本
と
観
智
院
本
と
の
、
反
切
・
同
音
字
注
へ
の
声
点
加
点

（4）

数
が
ほ
ぼ
等
し
い
こ
と
が
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
高
山
寺
本
の
全
体
に
つ
い
て
、
正
音
注
加
点
箇
所
を
観
智
院
本
と

比
較
す
る
と
、
左
の
通
り
、
大
部
分
一
致
す
る
。

（
対
応
す
る
掲
出
字
あ
る
い
は
音
注
が
一
方
の
本
文
に
存
在
し
な
い
場
合
、
お
よ

び
、
ど
ち
ら
か
の
訓
点
が
虫
損
・
破
損
等
で
不
明
の
場
合
は
、
比
較
対
象
か
ら

（5）

除
外
し
た
。
ま
た
、
加
点
の
際
に
、
位
置
が
ず
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
本

来
の
位
置
に
訂
正
し
て
対
照
し
た
。
）

高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
加
点
が
見
ら
れ
る
場
合
の

観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
　
へ
の
加
点
の
有
無

同 反 反
音 切 切
字 下 上

注 字 字

観 観 観 観 観 観
智 智 智 智 智 智
院 院 院 院 院 院
本 本 本 本 本 本
に に に に に に
ロ力 ロ‘刀 口力 ロ力 nH力 ロ‘刀
点 点 点 点 点 点
無 有 無 有 無 有

し ＝
ノ
し nソ し り

－ 四
＿
一 三

声
点

四
七
二
九
四

＿

七
〇 二

‾
四

四 五 二 二
○ 一

朱
仮
名
立

三 七 二 t・
・
ヽノ

自
注

二
九 五 三 一 ○ ○

塁
仮
名
音
注

逆
に
、
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
加
点
が
見
ら
れ
る
場
合
の
高
山
寺
本

『
類
衆
名
義
抄
』
　
へ
の
加
点
の
有
無
を
調
べ
て
も
、
同
様
で
あ
る
（
次
表
）
。

三
一



観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
加
点
が
見
ら
れ
る
場
合
の

高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
　
へ
の
加
点
の
有
無

同 反 反
音 切 切
字 下 上
注 字 字

一｛ 一 一｛南 菌 R 局 口同 菌
山 山 山 山 山 山
寺 寺 寺 寺 寺 寺
本 本 本 本 本 本
に に に に に に
ロ力 ロ‘刀 ロ力 ロ力 ロ力 ロ‘刀
点 点 点 点 点 点
無 有 無 有 無 有
し り し hソ し り

一 四 一 ＝

一

声

五 三 四 ‾七
点

七 九 一 ○ 三 四

四 五 一 一
二 一

朱
仮
名

五 七 ○
‾八

音
注

‾
二 五 一 一 ○ ○

塁
仮
名
音
注

右
に
調
査
し
た
高
山
寺
本
残
存
部
分
だ
け
で
も
、
五
千
余
の
掲
出
字
が
存
す

（6）る
。し
か
し
、
そ
の
掲
出
字
の
正
音
を
示
す
反
切
・
同
音
字
に
、
声
点
あ
る
い
は

仮
名
音
注
を
加
点
し
た
漢
字
は
、
全
体
の
一
割
に
も
満
た
な
い
。
よ
っ
て
、
そ

の
声
点
・
仮
名
音
注
の
加
点
箇
所
が
両
本
で
共
通
す
る
こ
と
は
、
偶
然
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。

な
お
、
声
点
と
比
較
し
て
、
仮
名
音
注
は
、
両
本
の
一
致
率
が
低
い
。

だ
が
、
全
体
で
僅
か
数
十
し
か
な
い
仮
名
音
注
の
加
点
箇
所
が
、
半
数
以
上

両
本
で
一
致
し
て
い
る
。
右
の
表
で
は
、
朱
墨
を
区
別
し
、
加
点
箇
所
が
一
致

し
て
い
て
も
、
朱
墨
が
相
違
し
て
い
た
場
合
、
「
無
し
」
　
に
算
入
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
、
高
山
寺
本
の
墨
仮
名
が
観
智
院
本
に
お
い
て
朱
仮
名
と
な
っ
て

い
る
例
が
二
〇
例
、
高
山
寺
本
の
朱
仮
名
が
観
智
院
本
に
お
い
て
墨
仮
名
と
な

っ
て
い
る
例
が
六
例
、
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
名
の
朱
墨
を
区
別
し
な
け

三
二

れ
ば
、
一
致
率
は
さ
ら
に
上
が
る
。

そ
し
て
、
同
一
箇
所
に
加
点
が
存
す
る
場
合
は
、
先
に
例
示
し
た
如
く
、
加

点
内
容
も
大
筋
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
両
本
の
加
点
が
同
一
の
も
の
に
遡
る
か
、
少
な
く
と
も
一
方
が
他

（7）

方
を
参
照
し
た
こ
と
を
示
す
。

B
．
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
』
と
改
編
諸
本
と
の
比
較

右
の
改
編
南
本
に
お
け
る
字
音
注
加
点
の
一
致
は
、
両
本
が
原
撰
本
の
訓
点

を
引
用
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
可
能
性
が
存
す
る
。

そ
こ
で
、
次
に
、
改
編
本
が
、
原
撰
本
の
字
音
点
を
引
き
継
い
で
い
る
か
否

か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
現
存
唯
一
の
原
撰
本
で
あ
る
図
書
寮
本
と
改
編
諸
本

と
の
加
点
を
比
較
し
て
み
る
。

た
だ
し
、
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
』
の
残
存
部
分
は
、
高
山
寺
本
・
西
念

寺
本
の
対
応
部
分
が
残
存
し
な
い
。
し
か
し
、
幸
い
に
し
て
、
鎮
国
守
国
神
社

蔵
本
に
お
い
て
は
、
比
較
的
多
く
朱
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
第
二
冊
冒
頭
部
分

（
中
一
・
水
部
）
に
当
た
る
。

右
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
・
鎮
国
守
国
神
社

本
と
を
、
左
に
対
照
す
る
。

こ
こ
で
は
、
図
書
寮
本
に
加
点
が
存
す
る
音
注
に
つ
い
て
、
改
編
本
二
本
の

実
態
を
記
す
。
ま
た
、
原
撰
本
と
改
編
本
と
の
反
切
・
同
音
注
字
の
変
化
を
も

参
観
で
き
る
よ
う
に
、
改
編
本
に
仮
名
音
注
・
声
点
が
加
点
さ
れ
な
い
場
合
も
、

反
切
・
同
音
字
注
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
（
注
文
の
漢
字
に
対
す
る
普
注
へ
の
声

点
は
対
象
と
し
な
い
。
誤
写
と
判
定
し
た
も
の
は
改
め
、
も
と
の
字
を
（
　
）
内

に
記
し
た
。
な
お
、
掲
出
字
を
単
字
に
改
め
た
も
の
が
あ
る
。
（
サ
ム
去
）
等
は
、

声
調
標
示
を
兼
ね
た
仮
名
音
注
を
示
す
。
以
下
、
同
じ
。
）
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以
上
、
図
書
寮
本
の
巻
頭
か
ら
、
五
十
例
の
加
点
例
を
挙
げ
た
。

ま

ず

、

1

0

・

1

7

・

2

2

・

2

7

・

2

8

・

3

2

・

3

3

・

3

4

・

4

2

・

4

6

・

4

9

の

十

一

例

で

は
、
掲
出
字
に
対
す
る
音
注
が
図
書
寮
本
と
改
編
二
本
と
で
異
な
る
。
こ
の
よ

（8）

う
な
例
で
は
、
改
編
本
加
点
者
は
、
原
撰
本
の
訓
点
を
引
用
し
ょ
う
が
無
い
。

次
に
、
図
書
寮
本
に
音
注
加
点
が
存
し
な
が
ら
、
改
編
二
本
に
加
点
さ
れ
て

い

な

い

例

を

含

む

も

の

が

、

1

・

2

・

3

・

5

・

6

・

7

・

8

・

9

・

‖

・

1

2
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・
4
7
の
二
六
例
で
あ
り
、
過
半
数
を
占
め
る
。

三
本
の
音
注
お
よ
び
そ
の
加
点
が
全
同
で
あ
る
例
を
含
む
も
の
も
存
す
る
の

で
（
1
6
・
2
3
・
3
7
・
3
8
・
3
9
・
4
9
）
、
改
編
本
加
点
者
が
原
撰
本
の
加
点
を
参
照

し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
、
4
4
で
は
、
改
編
二
本
に
、
図
書
寮
本
に
無
い
反
切
が
加
え
ら
れ
、

鎮
国
守
国
神
社
蔵
本
に
は
、
そ
の
反
切
下
字
に
声
点
加
点
が
存
す
る
。

す
で
に
、
和
訓
に
加
点
さ
れ
た
声
点
に
つ
い
て
は
、
平
声
軽
の
上
声
化
の
割

合
に
お
い
て
、
図
書
寮
本
と
改
編
本
（
高
山
寺
本
・
観
智
院
本
）
と
で
は
相
違
が

（9）

見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
和
音
注
も
、
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
と
で
一
致
す
る
も
の
は
多
い
と

は
言
え
ず
、
加
点
の
声
点
ま
で
一
致
す
る
も
の
は
、
「
1
3
％
に
過
ぎ
な
い
」
と

手
蔓こ
れ
ら
と
、
右
の
状
況
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
改
編
本
字
音
注
の
声
点

・
仮
名
音
注
は
、
原
撰
本
の
訓
点
を
引
き
継
ぐ
も
の
を
含
む
と
し
て
も
、
総
体

と
し
て
は
、
改
編
本
成
立
後
の
状
態
を
反
映
す
る
、
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ

，つ。
そ
の
　
「
改
編
本
成
立
後
」
　
の
時
期
を
い
つ
と
す
る
か
は
、
難
し
い
問
題
で
あ

る
。た
だ
し
、
改
編
本
系
『
類
衆
名
義
抄
』
の
成
立
は
、
治
承
二
年
（
二
七
八
）

（11）

以
前
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
院
政
末
か
ら
鎌
倉
極
初
期
の
間
の
状
態

（12）

を
反
映
す
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

2
．
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本

A
．
漢
音
注
に
関
す
る
先
行
研
究

三
六

三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
は
、
院
政
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初

（13）

期
の
書
写
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
反
切
は
、
『
康
韻
』
と
よ
く
一
致
し
、
同
音
字
注
も
大
部
分
は
中
国
中

（14）

古
音
と
一
致
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
『
廣
韻
』
に
一
致
し
な
い
同
音
字
注
は
、
中
国
唐
代
の
音

変
化
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
、
「
前
田
本
の
同
音
字
注
は
、

規
範
的
な
中
古
音
（
上
層
s
u
p
e
r
s
t
r
a
t
u
m
と
し
て
の
字
音
の
体
系
）
で
は
な
く
、

そ
れ
が
移
植
さ
れ
て
変
化
し
始
め
た
唐
代
読
書
音
（
基
層
s
u
b
s
t
r
a
t
u
ヨ
と
し
て

（15）

の
口
語
屑
）
を
反
映
し
て
い
る
」
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
掲
出
字
お
よ
び
仮
名
音
注
に
加
点
さ
れ
て
い
る
声
点
は
、
基
本

的
に
は
漢
音
声
調
を
示
し
、
「
俗
」
注
記
が
無
い
単
字
掲
出
字
に
は
、
ほ
と
ん

（16）

ど
呉
音
形
が
認
め
ら
れ
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
『
色
英
字
類
抄
』
の
掲
出
字
声
点
に
は
、
「
呉
音
・
漢
音
の
そ
れ

ぞ
れ
の
正
し
い
単
字
声
調
に
も
ど
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
」
も
の
の
存
在
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
「
必
ず
し
も
当
時
の
常
用
の
漢
語
声
調
を
示
し
て
い
な
い
」

（17）

と
い
う
見
方
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
そ
の
漢
音
の
声
点
は
、
六
声
体
系
に
基
づ
い
て
加
点
さ
れ
て
お
り
、

▲

1

8

）

全
濁
上
声
の
去
声
化
は
、
「
略
々
、
半
ば
が
そ
う
な
る
。
」
と
い
う
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
、
『
色
英
字
類
抄
』
の
呉
音
声
調
に
つ
い
て
の
考
察
の
始
め
に
、
結
果

の
み
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
例
も
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
調
査
対

象
も
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
外
に
も
、
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
の
字
音
点
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
研
究
の
蓄
積
が
存
す
る
。
し
か
し
、
漢
音
を
示
す
加
点
に
限
定
す

れ
ば
、
全
体
の
調
査
と
具
体
例
に
基
づ
い
た
考
察
と
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
、
と
言
え
よ
う
。



B
．
調
査
対
象
　
－
呉
音
の
排
除
－

三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
の
音
注
に
は
、
呉
音
形
・
呉
音
声
調
も

少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
考
察
の
た
め
に
は
、
そ

れ
ら
を
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
方
法
と
し
て
、
ま
ず
、
調
査
対
象
を
「
俗
」
注
記
が
無
い
単
字
掲
出
字

（19）

に
限
る
。

さ
ら
に
限
定
す
る
た
め
に
、
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
の
音
注
加

（20）

点
位
置
と
示
す
音
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
、
次
の
指
摘
が
参
考
と
な
る
。

国
語
の
語
彙
体
系
の
中
に
入
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
漢
語
の
語
形
表
示
は
、

一
般
に
片
仮
名
で
行
わ
れ
、
そ
の
表
示
の
位
置
も
、
和
訓
に
お
け
る
と
同

様
に
、
掲
出
字
の
下
方
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
も
の
の
中
に
は
、
往
々
に

「
俗
」
　
注
記
を
伴
う
も
の
が
あ
る
。

（
用
例
省
略
）

こ
れ
に
対
し
て
、
掲
出
字
一
字
一
字
の
字
面
に
即
し
て
そ
の
字
音
が
注
さ

れ
る
場
合
、
そ
の
注
記
は
、
漢
字
の
右
傍
に
原
則
と
し
て
加
え
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
、
仮
名
注
記
と
共
に
、
こ
の
本
で
は
、
字
音
の
声
調
を
示
す
朱

声
点
の
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

（
用
例
省
略
）

右
の
記
述
の
通
り
、
「
国
語
の
語
彙
体
系
の
中
に
入
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
漢

語
の
語
形
表
示
」
が
、
「
掲
出
字
の
下
方
」
　
に
　
「
片
仮
名
で
行
わ
れ
」
　
る
の
で

あ
れ
ば
、
仮
名
音
注
の
加
点
位
置
は
、
本
稿
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
効
な
判
断

材
料
と
な
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
単
字
掲
出
字
に
つ
い
て
、
仮
名
音
注
・
声
点

の
有
無
と
、
そ
れ
ら
の
加
点
位
置
と
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
点
加
点
数
を

（21）

ま
と
め
て
み
た
（
次
表
）
。

計 無

し

有

り

仮

名
音
注

掲
出
宇
戸
点

＝
〈 （

掲

一 ‾

二

八

一
．

出

字
‾

五

〇
〇
．

二八
．

五
〇

九九 六一
右

七％
）

五％
〉

二％
）

傍

＝
（ 〈

掲

一〇
〇

一五
六

四
三

出

鼻
二
七
．
0

一

一

も
五

‾
六
’
五

子
下

五％
〉

二％
〉

三％
〉

方

す
る
と
、
右
の
指
摘
の
通
り
、
掲
出
字
右
傍
に
仮
名
音
注
が
加
点
さ
れ
た
場

合
、
八
割
以
上
の
掲
出
字
に
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
掲
出
字
下
方
に
仮
名
音
注
が
存
す
る
場
合
は
、
四
割
程
度
の

掲
出
字
声
点
加
点
率
と
な
る
。
掲
出
字
下
方
に
仮
名
音
注
が
加
点
さ
れ
、
か
つ

掲
出
字
に
声
点
が
加
点
さ
れ
る
一
六
三
例
の
内
、
一
六
例
に
は
掲
出
字
右
傍
に

も
仮
名
音
注
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
六
例
を
除
け
ば
、
掲
出
字
下
方
仮

名
音
注
加
点
例
の
掲
出
字
声
点
加
点
率
は
、
さ
ら
に
低
く
な
る
。

加
え
て
、
掲
出
字
下
方
の
仮
名
音
注
に
は
、
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点
例
が

少
な
か
ら
ず
存
す
る
。
左
に
例
示
す
る
。

逸
イ
壬
）
チ
三
三
平
）
リ
工
）
（
上
7
ウ
5
）
　
印
イ
（
平
≡
上
）
（
上
9
オ
1
）

移
イ
（
平
〉
（
上
9
ウ
2
）
　
櫨
。
（
平
）
（
上
1
8
オ
4
）
　
拝
ハ
（
平
）
イ
王
〉
（
上
2
4
ウ
6
）

右
の
よ
う
な
例
が
、
三
七
五
例
中
一
〇
二
例
に
及
ぶ
。

一
方
、
一
五
五
七
例
の
掲
出
字
右
傍
仮
名
音
注
に
、
声
点
加
点
例
は
、
次
の

四
例
の
み
で
あ
る
。

シ

（

平

濁

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

（

平

）

字
　
疾
票
（
下
7
4
オ
1
）
　
　
碑
慧
反
（
下
9
4
ウ
7
）



セ

し

L

ツ

（

上

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

セ

（

上

一

ン

（

平

）

節
　
子
結
反
（
下
1
0
8
オ
3
）
　
餞
　
慈
彗
竺
反
〒
1
0
8
オ
3
）

右
四
語
は
、
い
ず
れ
も
、
比
較
的
古
く
か
ら
、
国
語
の
中
で
用
い
ら
れ
た
字

音
語
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

右
の
よ
う
な
、
仮
名
音
注
に
対
す
る
声
点
は
、
『
類
緊
名
義
抄
』
に
お
け
る

和
音
の
仮
名
音
注
に
見
ら
れ
る
声
点
を
想
起
さ
せ
る
。

『
類
衆
名
義
抄
』
　
で
も
、
反
切
・
同
音
字
注
の
仮
名
音
注
に
は
、
原
則
と
し

て
声
点
は
加
点
さ
れ
ず
、
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点
は
、
和
音
・
呉
音
の
仮
名

（22）

音
注
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
、
『
色
英
字
類
抄
』
　
の
右
の
実
態
を
平
行
的
に
捉
え
れ
ば
、
『
色
英

字
類
抄
』
に
お
い
て
、
和
訓
が
書
き
込
ま
れ
る
の
と
同
じ
掲
出
字
下
方
位
置
に

記
入
さ
れ
た
仮
名
音
注
は
、
日
本
語
化
が
進
ん
だ
音
を
示
し
て
い
る
、
と
解
釈

さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
か
ら
、
よ
り
均
質
な
漢

音
を
抜
き
出
そ
う
と
す
れ
ば
、
単
字
掲
出
字
の
右
傍
仮
名
音
注
と
単
字
掲
出
字

（23）

に
直
接
加
点
さ
れ
た
声
点
と
を
抽
出
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
た
と
え
ば
、
掲
出
字
右
傍
仮
名
音
注
の
声
点
加
点
例
と
し
て
右
に
掲

げ
た
第
一
例
　
「
字
」
　
の
　
「
シ
（
平
濁
）
」
　
は
、
呉
音
形
と
呉
音
声
調
と
を
示
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
単
字
掲
出
字
の
右
傍
仮
名
音
注
と
単
字
掲
出
字
に
直

接
加
点
さ
れ
た
声
点
」
　
に
本
稿
の
対
象
を
限
定
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
呉

音
を
除
外
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

3
．
本
稿
の
対
象
と
す
る
音
注

こ
こ
で
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
音
注
を
確
認
す
る
。

改
福
本
『
類
衆
名
義
抄
』
で
は
、
現
存
本
の
内
、
書
写
加
点
が
最
も
古
い
高

山
寺
本
を
中
心
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
掲
出
字
お
よ
び
掲
出
字
直
下
の
正
音

三
八

注
に
対
し
て
加
点
さ
れ
た
音
注
か
ら
、
明
ら
か
な
呉
音
を
除
外
し
た
、
声
点
と

仮
名
音
注
と
を
取
り
上
げ
る
。

三
巻
本
『
色
菓
字
類
抄
』
前
田
家
本
で
は
、
「
俗
」
　
注
記
が
無
い
単
字
掲
出

字
に
加
点
さ
れ
た
音
注
の
内
、
掲
出
字
右
傍
の
仮
名
音
注
と
、
掲
出
字
に
直
接

加
点
さ
れ
た
声
点
を
調
査
対
象
と
す
る
。
こ
ち
ら
も
、
そ
の
中
に
な
お
残
る
呉

音
を
、
可
能
な
限
り
排
除
す
る
。

こ
う
し
て
、
限
定
し
た
対
象
は
、
高
山
寺
本
『
類
架
名
義
抄
』
お
よ
び
三
巻

本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
次
の
数
と
な
る
。

い
ず
れ
も
、
明
ら
か
な
呉
音
・
唐
音
の
加
点
例
は
除
外
し
て
い
る
。

［［
類
衆
名
義
抄
－
掲
出
字
お
よ
び
反
切
・
同
音
字
注
声
点
　
　
一
一
四
四
例

色
英
字
類
抄
－
単
字
掲
出
字
に
直
接
加
点
さ
れ
た
声
点
　
　
一
五
六
四
例

類
架
名
義
抄
－
掲
出
字
お
よ
び
反
切
・
同
音
字
注
の
仮
名
音
注
　
二
〇
一
例

色
英
字
類
抄
－
単
字
掲
出
字
横
の
仮
名
音
注
　
　
　
　
　
　
一
五
一
一
例

右
の
通
り
、
声
点
は
、
両
文
献
と
も
比
較
可
能
な
数
を
持
つ
。

し
か
し
、
高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
の
仮
名
音
注
は
、
三
巻
本
『
色
英
字

類
抄
』
に
比
し
て
少
な
い
。

そ
こ
で
、
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
　
の
仮
名
昔
注
を
も
、
捕
助
的
に
参
照

す
る
。観
智
院
本
『
類
釆
名
義
抄
』
全
体
の
掲
出
字
お
よ
び
反
切
・
同
音
字
か
ら
は
、

明
ら
か
な
呉
音
を
除
外
し
て
、
朱
筆
五
三
五
例
・
墨
筆
一
四
七
例
、
計
六
八
二

例
の
仮
名
音
注
が
得
ら
れ
る
。
な
お
、
塁
仮
名
音
注
は
、
朱
仮
名
音
注
と
比
べ

て
、
高
山
寺
本
と
の
異
同
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
朱
仮
名
音
注
を
主
と
し
て
参

照
す
る
。

二
、
高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
と
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
と
の



漢
音
加
点
方
式
の
比
較

ま
ず
、
両
文
献
に
は
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
漢
音
の
表
示
法
に
、
次
の
相
違

が
見
ら
れ
る
。

1
．
掲
出
字
へ
の
加
点

高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
は
、
仮
名
音
注
・
声
点
を
掲
出
字
に
直
接
加
点

す
る
こ
と
は
希
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
は
、
仮
名
音
注
・
声

点
が
掲
出
字
に
直
接
加
点
さ
れ
る
。

2
．
反
切
・
同
音
字
へ
の
加
点

高
山
寺
本
『
類
棄
名
義
抄
』
に
は
、
反
切
・
同
音
字
に
声
点
を
加
点
し
た
例

▲

2

4

）

が
、
あ
る
程
度
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
少
数
な
が
ら
、
反
切
・
同
音
字
に
仮
名
音

注
を
加
点
し
た
例
も
見
ら
れ
る
。

一
方
、
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
に
は
、
反
切
・
同
音
字
に
、
声

点
お
よ
び
仮
名
音
注
を
加
点
し
た
例
は
、
無
い
。

3
．
仮
名
音
注
へ
の
加
点

高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
　
で
は
、
正
音
を
示
す
仮
名
音
注
に
声
点
が
加
点

（25）

さ
れ
る
例
は
、
無
い
。

し
か
し
、
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
に
は
、
仮
名
音
注
へ
の
声
点

加
点
例
が
掲
出
字
下
の
音
注
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
先
に
記
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
こ
で
調
査
対
象
と
し
た
単
字
掲
出
字
傍
ら
の
仮
名
音
注
に
も
、
仮
名
音
注
へ

の
声
点
加
点
例
が
、
少
数
例
存
し
た
。

以
上
か
ら
、
高
山
寺
本
『
類
架
名
義
抄
』
が
反
切
・
同
音
字
に
よ
っ
て
掲
出

字
の
音
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
前
田
家
本
『
色
英
字
類
抄
』
は

掲
出
字
に
声
点
お
よ
び
仮
名
音
注
を
直
接
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
字
の
音
を

示
す
、
と
い
う
往
昔
姿
勢
の
相
違
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
に
、
高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
　
の
掲
出
字
お
よ
び
反
切
・
同
音
字
注
へ

の
仮
名
音
注
が
、
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
に
お
け
る
単
字
掲
出
字

横
の
仮
名
音
注
の
一
割
程
度
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
．
、
高
山
寺
本

『
類
衆
名
義
抄
』
　
の
掲
出
字
お
よ
び
反
切
・
同
音
字
数
は
、
『
色
英
字
類
抄
』

の
単
字
掲
出
字
数
よ
り
、
遥
か
に
多
い
。

こ
の
事
実
か
ら
、
改
編
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
お
け
る
正
音
の
仮
名
音
注
は
、

反
切
・
同
音
字
注
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
正
音
注
の
中
心
は
反
切
・
同

音
字
注
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
方
、
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
の
反
切
・
同
音
字
注
は
、
掲
出

字
下
方
に
記
入
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
（
こ
の
位
置
は
、
通
常
、
和
訓
が
記

さ
れ
る
位
置
で
あ
る
）
。
ま
た
、
そ
の
反
切
・
同
音
字
に
仮
名
音
注
・
声
点
を
加

点
し
た
例
は
、
皆
無
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
次
の
如
く
、
掲
出
字
へ
の
加
点
に
際
し
て
引
用
反
切
を
参
照
し
て

い
な
い
、
と
思
わ
れ
る
例
が
存
す
る
。

チ
ム細
（
上
欄
）
（
女
人
反
）
　
（
下
9
4
ウ
3
）
　
［
「
細
は
、
『
廣
韻
』
平
声
字
。
『
廣

韻
』
平
声
の
　
「
人
」
　
を
下
字
と
す
る
反
切
を
引
用
し
な
が
ら
、
掲
出

字
の
声
点
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
］

宴
至
　
（
エ
〈
平
）
ン
（
平
）
／
於
旬
反
）
　
（
下
1
5
ウ
1
）
　
［
　
「
宴
」
　
は
、
『
廣
韻
』
上
声

・
去
声
字
。
『
贋
韻
』
去
声
の
　
「
旬
」
　
を
下
字
と
す
る
反
切
を
引
用

し
な
が
ら
、
掲
出
字
の
声
点
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
］

h
ノ

竿
至
（
古
寒
反
）
　
（
下
4
7
ウ
2
）
　
［
　
「
竿
」
　
を
　
「
竿
」
　
と
誤
認
し
た
仮
名
音
注

で
あ
る
。
反
切
を
参
照
し
て
い
れ
ば
、
起
き
な
い
誤
り
で
あ
る
。
］

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
に
お
け
る
反
切

の
引
用
は
、
形
式
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

三
九



両
辞
書
に
お
け
る
右
の
よ
う
な
注
音
の
姿
勢
を
捉
え
た
上
で
、
両
辞
書
の
声

点
と
仮
名
音
注
と
を
、
以
下
に
比
較
し
て
み
る
。

三
、
高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
と
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
の
漢

音
声
調

1
．
高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』

本
資
料
に
加
点
さ
れ
た
字
音
声
調
を
示
す
声
点
全
例
を
、
掲
出
字
・
反
切
上

字
・
反
切
下
字
・
同
音
字
に
分
け
て
、
調
査
し
た
。

A
．
掲
出
字

掲
出
字
の
声
点
加
点
例
は
、
次
の
五
字
八
例
が
総
て
で
あ
る
（
墨
声
点
は
、

（
去
）
な
ど
の
表
示
を
　
「
　
」
　
で
括
っ
て
示
す
。
以
下
、
同
じ
）
。

①
蠣
至
（
三
五
五
1
）
　
②
曝
「
（
去
。
入
）
二
四
三
七
7
）

－
ホ
ウ
ホ
タ
」

③
暴
喜
」
（
四
三
八
1
）
　
④
暴
　
　
妄
（
入
ご
（
四
三
八
2
）

⑤
僕
王
）
（
胡
礼
反
）
（
二
七
九
4
）
　
⑥
叔
毒
〈
存
き
（
四
四
七
3
）

①
～
④
ま
で
は
、
『
廣
韻
』
に
記
載
さ
れ
る
声
調
と
一
致
す
る
。
⑤
僕
は
、

『
廣
韻
』
に
は
平
声
の
記
載
の
み
で
あ
る
が
、
「
朝
礼
反
」
を
引
用
し
て
お
り
、

上
声
点
は
そ
れ
に
一
致
す
る
。

⑥
は
、
『
廣
韻
』
に
記
載
さ
れ
な
い
漢
字
で
あ
る
。
声
点
の
形
も
、
本
資
料

唯
一
の
　
「
一
」
　
で
あ
り
、
こ
れ
が
声
点
か
否
か
を
含
め
て
、
疑
い
が
残
る
。

B
．
反
切
上
字

（26）

反
切
上
字
声
点
は
、
左
が
全
例
で
あ
る
。
反
切
上
字
の
み
を
抜
き
出
し
て
記

す
。
『
廣
韻
』
平
声
字

魚
（
芸
（
二
五
六
7
）
　
如
（
平
濁
）
（
三
三
八
6
）
　
亡
至
（
三
三
三
5
）

四
〇

於
（
平
〉
（
四
〇
一
1
）
　
先
（
平
〉
（
三
〇
五
4
）
　
丁
（
平
）
（
三
三
七
4
）

呼
（
平
〉
（
二
八
一
1
）
　
胡
〈
平
）
（
四
三
一
4
）
　
徐
（
平
〉
（
三
〇
六
l
）

徒
〈
平
〉
（
三
七
四
4
）
　
桑
〈
平
軽
）
（
三
六
三
1
）
　
之
（
上
〉
（
三
九
一
7
）

『
廣
韻
』
上
声
字

口
…
（
三
二
五
6
）
　
語
〈
上
濁
〉
（
三
七
九
4
）

『
廣
韻
』
去
声
字

呵
（
去
〉
（
三
二
八
1
）

『
廣
韻
』
入
声
字

七
｛
入
）
（
二
七
六
5
）
　
莫
｛
入
濁
〉
（
三
八
二
4
）
　
力
〈
入
〉
（
三
四
〇
l
）

力
（
入
）
（
三
六
〇
6
）

（27）

右
の
よ
う
に
、
『
廣
韻
』
声
調
と
、
原
則
と
し
て
一
致
し
て
い
る
。

C
．
反
切
下
字

反
切
下
字
声
点
は
、
例
数
が
多
い
た
め
、
『
廣
韻
』
の
声
調
・
清
濁
と
対
照

（28）

さ
せ
て
、
数
の
み
を
示
す
。
結
果
は
、
後
掲
表
1
と
な
る
。

表
1
か
ら
、
反
切
下
字
声
点
は
、
『
廣
韻
』
の
四
声
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

全
濁
上
声
の
去
声
化
例
は
、
存
し
な
い
。

D
．
同
音
字

反
切
下
字
と
同
じ
く
、
正
音
を
示
す
同
音
字
注
に
加
点
さ
れ
た
声
点
を
、

『
廣
韻
』
の
声
調
・
清
濁
と
対
照
さ
せ
る
と
、
後
掲
表
2
と
な
る
。

表
2
で
も
、
加
点
さ
れ
た
声
点
は
、
『
廣
韻
』
の
四
声
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
。し
か
し
、
五
例
な
が
ら
、
全
濁
上
声
の
去
声
化
例
が
存
す
る
点
が
注
目
さ
れ

（29）
る
。



左
の
も
の
で
あ
る
。

婦
　
（
音
負
至
）
　
（
三
六
二
3
）
　
仕
　
（
昔
杖
喜
）
　
（
二
五
八
7
）

連
（
音
型
至
）
（
二
九
五
2
）
竣
（
音
受
喜
）
（
三
九
一
1
）

嗜
　
（
祝
〈
去
〉
〉
　
（
三
六
九
1
）

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
訓
点
資
料
か
ら
知
ら
れ
る
日
本
漢
音
声
調
は
、
中
国
中
（
3
D
）

古
音
の
上
声
全
濁
字
が
去
声
と
な
る
現
象
を
反
映
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
右
五
例
は
、
現
実
の
読
詞
漢
音
声
調
を
反
映
し
て
い
る
も
の
、
と

（31）

解
釈
で
き
る
。

2
．
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本

先
に
記
し
た
如
く
、
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
で
は
、
俗
注
記
が

無
い
単
字
掲
出
字
に
、
直
接
加
点
さ
れ
た
声
点
の
み
を
取
り
上
げ
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
中
か
ら
、
次
濁
字
以
外
の
濁
声
点
加
点
例
お
よ
び
呉
音
形
の
仮
名
音
注
が

加
点
さ
れ
た
掲
出
字
へ
の
声
点
も
、
呉
音
声
調
の
混
入
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

の
で
、
除
外
す
る
。

こ
の
よ
う
に
限
定
し
た
単
字
掲
出
字
へ
の
声
点
加
点
例
を
、
『
廣
韻
』
　
の
声

（32）

調
・
清
濁
と
対
照
さ
せ
る
と
、
後
掲
表
3
と
な
る
。

表
3
も
、
『
廣
韻
』
の
四
声
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
先
行

研
究
の
指
摘
の
通
り
、
『
色
英
字
類
抄
』
　
の
単
字
掲
出
字
に
漢
音
注
が
多
い
こ

と
を
、
確
認
で
き
る
。

三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
に
お
け
る
本
稿
の
対
象
字
の
う
ち
、
全

濁
上
声
の
去
声
化
例
と
判
断
し
た
も
の
は
、
次
の
九
例
で
あ
る
。

キ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

チ

ム

舅
〈
き
（
上
2
3
オ
5
）
　
朕
〈
去
）
（
上
6
6
ウ
1
）
　
近
（
去
〉
（
上
6
8
オ
6
）

タ

′

1殆
喜
（
上
6
8
オ
7
）
　
兆
喜
テ
至
ウ
（
上
）
（
下
2
1
オ
7
）

象
至
（
下
4
4
オ
3
）
　
象
（
至
徐
両
反
（
下
5
6
ウ
2
）

キ

わ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ン

舅
〈
至
其
九
反
（
下
7
0
ウ
6
）
　
混
喜
子
鴇
反
（
下
9
6
ウ
4
）

よ
っ
て
、
全
濁
上
声
の
去
声
化
率
は
、
高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
　
の
同
音

字
注
よ
り
も
、
若
干
高
い
。

ま
た
、
再
度
、
表
3
全
体
を
見
る
と
、
明
ら
か
な
呉
音
を
除
外
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
『
廣
韻
』
　
の
四
声
と
ず
れ
る
例
が
、
『
類
衆
名
義
抄
』
よ
り
も
多

い
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
。

そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
掲
出
字
右
傍
に
漢
音
形
と
判
断
さ
れ
る
仮
名
音
注
が
加

点
さ
れ
た
例
の
一
部
を
、
左
に
抜
き
出
す
。

コ
ウ垢
（
去
）
古
厚
反
（
下
2
9
オ
3
）
　
（
『
廣
韻
』
上
声
全
清
）

サ
ム俄
｛
平
〉
（
上
2
4
ウ
5
）
　
（
『
廣
韻
』
去
声
次
清
）

ハ
ウ
忘
（
平
濁
）
（
上
8
7
オ
5
）

ク
エ
ン

謹
（
至
（
下
6
7
オ
4
）

ヰ
ヨ
⊥
ソ

癖
（
去
〉
（
下
8
8
オ
6
）

ロ櫓
〈
平
〉
（
上
5
7
ウ
2
）

レ
イ姦
至
（
上
9
9
ウ
4
）

（
『
廣
韻
』
去
声
次
濁
）

（
『
廣
韻
』
平
声
全
活
）

（
『
廣
韻
』
平
声
全
清
）

（
『
廣
韻
』
上
声
次
濁
）

（
『
廣
韻
』
上
声
次
濁
）

右
の
中
に
は
、
本
稿
の
方
法
で
は
排
除
で
き
な
い
呉
音
声
調
を
示
す
声
点
が

含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
、
第
二
例
　
「
垢
」
　
字
は
、
『
廣
韻
』
上
声
全
活
字
で
あ

り
、
醍
醐
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
　
で
も
上
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
（
六
三

4
）
。
と
こ
ろ
が
、
右
例
で
は
去
声
点
が
加
点
さ
れ
て
お
り
、
本
資
料
中
に
は
他

に
も
「
垢
」
字
に
去
声
点
が
加
点
さ
れ
た
例
が
存
す
る
（
「
垢
喜
」
（
下
3
8
オ
1
）
）
。
一

方
、
保
延
本
『
法
華
経
単
字
』
等
の
呉
音
読
資
料
か
ら
、
呉
音
は
　
「
ク
・
平

声
」
　
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
資
料
の
去
声
は
、
「
垢
」
の
呉

音
声
調
と
は
言
え
な
い
。

ま
た
、
第
二
例
　
「
俄
」
　
字
は
、
本
資
料
中
に
、
他
に
次
の
用
例
を
指
摘
で
き

四
一



る
。

俄
〈
平
〉
斬
㌢
平
〉
サ
ン
ク
エ
俄
（
去
濁
〉
悦
（
平
痴
〉
サ
ム
ク
ヰ
（
下
5
1
オ
7
）

俄
（
去
濁
）
サ
（
去
濁
〉
ム
｛
上
）
ス
〈
上
濁
）
（
下
4
5
ウ
5
）

し
た
が
っ
て
、
本
書
の
加
点
者
は
、
『
廣
韻
』
去
声
字
の
　
「
俄
」
　
を
、
漢
音

サ
ム
・
平
声
、
呉
音
ザ
ム
・
去
声
、
と
認
識
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
よ
う
な
、
日
本
語
化
さ
れ
た
漢
音
声
調
、
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の

（33）

を
記
し
た
例
を
、
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
は
含
ん
で
い
る
。

四
、
高
山
寺
本
・
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
と
三
巻
本
『
色
薬
字
類
抄
』
前

田
家
本
に
お
け
る
漢
音
を
示
す
仮
名
音
注

先
に
記
し
た
如
く
、
高
山
寺
本
『
類
宋
名
義
抄
』
　
の
み
で
は
仮
名
音
注
の
用

例
数
が
不
足
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
観
智
院
本
の
正
音
を
示
す
仮
名
音
注
を

も
、
朱
墨
を
区
別
し
っ
つ
、
参
照
す
る
。

1
．
侯
韻
明
母
字
の
漠
音
形

高
山
寺
本
『
類
緊
名
義
抄
』
に
は
、
侯
韻
（
上
・
去
・
入
声
の
相
応
韻
も
含
む
。

以
下
同
じ
）
明
母
字
に
仮
名
音
注
を
加
点
し
た
例
が
、
一
例
の
み
存
す
る
。

ホ
ム
ソ

栂
　
（
俗
母
謬
〈
平
濁
〉
／
茂
（
去
濁
〉
二
音
〉
　
（
三
四
六
3
）

例
を
補
う
た
め
に
、
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
を
検
す
る
と
、
以
下
が
得

（34）

ら
れ
る
　
（
当
該
音
注
の
み
を
引
く
）
。

ホ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

ム

栂
　
（
茂
（
晶
）
）
　
（
悌
一
二
五
5
）
　
貿
　
（
茂
（
孟
）
）
　
（
悌
二
七
七
2
）

ホ
」
ソ

ム
　
（
母
（
上
濁
）
）
　
（
僧
三
九
〇
7
）

右
は
、
す
べ
て
同
音
字
注
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
で
は
、
次
の
如
く
で

あ
る
。

四
二

ホ牡
｛
上
濁
〉
（
上
8
0
ウ
5
）

三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
で
は
、
今
回
対
象
と
し
た
音
注
に
お
け

る
侯
韻
明
母
字
へ
の
仮
名
音
注
加
点
例
は
、
右
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
類
衆
名
義
抄
』
に
　
「
ホ
ウ
」
　
の
加
点
が
存
す
る
　
「
母
」
　
へ
は
、

次
に
一
部
を
示
す
如
く
、
一
貫
し
て
　
「
ホ
」
　
と
加
点
し
て
い
る
。

ハ

イ

　

ホ

貝
（
至
母
〈
上
濁
）
（
上
2
1
オ
1
）
　
王
至
母
｛
上
空
ワ
ウ
ホ
（
上
9
0
ウ
1
）

母
王
濁
）
儀
｛
平
濁
｝
ホ
キ
（
上
4
7
ウ
4
）
　
母
堂
（
平
〉
ホ
タ
ウ
（
上
4
7
ウ
6
）

日
本
漢
音
は
、
中
国
秦
音
に
起
こ
っ
た
　
「
侯
韻
明
母
字
の
模
韻
化
」
　
を
体
系

（35）

的
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

右
の
『
色
菓
字
類
抄
』
　
の
仮
名
音
注
は
、
そ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
観
智

院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
お
い
て
も
、
墨
点
に
は
、
「
ホ
」
　
の
加
点
例
を
指
摘

で
き
る
。

ホ
（
墨
）

懸
　
（
茂
妄
濁
）
）
　
（
法
二
二
三
8
）

よ
っ
て
、
高
山
寺
本
・
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
　
の
朱
仮
名
音
注
は
、
一

般
的
な
日
本
漢
音
と
は
異
な
り
、
「
侯
韻
明
母
字
の
模
韻
化
」
　
を
反
映
し
な
い

音
を
注
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
類
宋
名
義
抄
』
本
文
の
音
注
に
つ
い
て
は
、
図
書
寮
本
・
観

智
院
本
と
も
、
侯
韻
明
母
字
に
は
反
切
を
付
さ
ず
総
て
同
音
字
注
を
記
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
中
古
音
を
示
す
　
「
反
切
で
注
す

（36）

る
事
が
全
く
不
可
能
な
た
め
で
あ
る
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
右
の
高
山
寺
本
・
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
に
お
け
る
朱

仮
名
音
注
は
、
『
類
麦
名
義
抄
』
撰
者
の
意
図
に
反
し
て
、
中
国
中
古
音
の
体

（37）

系
に
そ
っ
た
音
を
加
点
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

2
．
詳
臨
三
・
四
等
字
の
仮
名
表
記
（
半
舌
音
を
除
く
）



高
山
寺
本
『
類
釆
名
義
抄
』
で
は
、
語
韻
三
・
四
等
字
音
の
表
記
を
、
㊥
ヰ

ン
・
⑳
ヰ
チ
・
ヰ
ン
と
す
る
こ
と
で
、
徹
底
し
て
い
る
。

ス

▲

ン

　

　

　

　

　

　

　

ス

ヰ

チ

　

　

　

　

　

　

　

ツ

ヰ

ン

峻
　
（
三
〇
三
7
）
　
他
　
（
三
一
四
1
）
　
迫
　
（
二
九
五
5
）

ツ

ヰ

チ

　

　

　

　

　

　

　

ヰ

ン

刻
　
（
三
一
八
6
）
　
允
（
二
七
七
7
）

観
智
院
本
『
類
架
名
義
抄
』

ス
キ
ン

淳スヰ
ン
夢

〈
芸
〉
（
法
二
六
二
4
）

三
三
（
僧
二
六
五
8
）

ク
ヰ
ン
菌
壬
（
法
三
五
三
8
）

で
も
同
様
で
あ
る
（
朱
筆
の
用
例
の
み
掲
げ
る
）
。

ス
ヰ
ム

峻
　
（
悌
七
八
1
．
）

ス

ヰ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

ヰ

チ

巡
（
平
〉
（
僧
二
五
七
1
）
　
⊥
岬
（
法
二
四
5
）

ヰ
（
平
）
ン
（
平
）

句
至
　
（
僧
八
五
1
）

を
使
用
す
る
例
が
存
す
る
。

（38）

次
の
通
り
で
あ
る
。

火

イ

　

　

　

　

　

　

　

火

イ

塊
（
二
五
九
6
）
　
　
個
（
二
七
〇
2
）

観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
で
は
、
灰
韻
の
ほ
か
、
合
口
の
泰
韻
・
桓
韻
・

刑
韻
・
耕
韻
字
に
　
「
火
」
　
が
見
ら
れ
る
。
左
に
、
朱
筆
訓
点
例
の
み
記
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
で
は
、
左
の
如
く
、

詳
韻
三
・
四
等
字
の
仮
名
表
記
が
多
様
で
あ
る
。

灰
韻
泰
韻
桓
韻
脚
韻
耕
韻

火
イ恢
〈
平
軽
｝
（
僧
三
四
六
6
）

火
イ合
至
（
法
三
一
五
7
）

火
ン官
喜
（
彿
三
八
六
8
・
僧
一
一
六
3
）
　
活
云
（
僧
九
三
3
）

火
ン環
（
僧
一
三
七
3
）

火
イ
峡
（
平
）
（
法
一
一
四
3
）

ス
ヰ
ン

該タヰ
ツ

ボシュ
ン

醇

ス

ヰ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

ヰ

ン

至
七
倫
反
（
下
7
1
ウ
1
）
　
隼
王
〉
（
上
2
2
オ
3
）
　
均
至
（
下
9
5
ウ
2
）

（
入
）
（
上
8
0
オ
5
）

至
（
下
4
6
ウ
2
）

シ
ヰ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヰ
ツ

諭
至
（
上
2
5
オ
4
）
　
稀

シ
ュ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
ン

遵
至
（
下
7
7
ウ
1
）
　
投
（
入
軽
）
（
下
5
6
オ
2
）

至
（
下
7
7
ウ
5
）

シ
ン滑
至
（
上
4
5
ウ
6
）

ス
ン弄
喜
（
下
5
6
オ
5
）

シ

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

ン

戊
〈
入
竺
（
上
9
オ
5
）
　
駿
喜
（
上
5
5
ウ
2
）

ス

ウ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

｛

ソ

髄
可
至
（
上
7
6
ウ
4
）
　
醇
（
平
〉
（
上
9
8
オ
3
）

右
の
よ
う
に
、
『
色
英
字
類
抄
』
に
は
、
『
類
衆
名
義
抄
』
に
見
ら
れ
た
⑳

ヰ
ン
な
ど
の
外
、
後
に
日
本
語
に
定
着
す
る
こ
と
と
な
る
、
①
ユ
ン
等
が
見
ら

れ
る
。こ
の
実
態
は
、
高
山
寺
本
お
よ
び
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
が
、
詳
韻
三

・
四
等
字
の
中
国
語
原
音
を
、
⑳
ヰ
ン
・
⑳
ヰ
チ
・
ヰ
ン
で
一
貫
し
て
示
そ
う

と
し
た
の
に
対
し
、
『
色
英
字
類
抄
』
は
、
諸
種
の
仮
名
表
記
を
試
行
し
て
、

詳
韻
三
・
四
等
字
音
を
日
本
語
に
取
り
込
も
う
と
し
た
も
の
、
と
解
釈
で
き
る
。

3
．
合
拗
音
の
漢
字
表
記

高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
　
の
正
音
に
は
、
灰
韻
の
字
音
表
示
に
、
「
火
」

一
方
、
三
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
に
お
け
る
本
稿
の
対
象
範
囲
で

は
、
合
口
の
灰
韻
・
泰
韻
・
桓
韻
・
刑
韻
・
耕
韻
字
の
う
ち
、
「
火
」
　
が
加
点

さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
牙
・
喉
音
字
へ
の
加
点
は
、
全
例
が
　
「
ク
ワ
ー
」
　
と
な

っ
て
い
る
。

訓
点
に
お
け
る
拗
音
表
記
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
小
林
芳
規
　
「
訓
点
に
お
け

る
拗
音
表
記
の
沿
革
」
　
（
「
王
朝
文
学
」
第
九
号
、
一
九
六
三
年
十
月
）
で
、
つ
と
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
は
、
拗
音
を
仮

名
表
記
す
る
時
代
に
あ
た
る
。
た
だ
し
、
「
鎌
倉
時
代
の
写
本
で
も
、
観
智
院

本
名
義
抄
の
如
く
、
そ
の
辞
書
と
し
て
の
保
守
性
か
ら
、
類
音
字
表
記
を
残
す

も
の
も
あ
る
。
」
　
と
し
て
、
和
音
を
中
心
と
し
た
類
音
字
表
記
の
具
体
例
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
一
時
代
に
お
け
る
拗
音
表
記
の
差
を
も
指
摘
し

た
点
で
、
重
要
な
論
文
で
あ
る
。

な
お
、
高
山
寺
本
・
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
は
、
　
「
ク
ワ
ー
」
　
の
例

も
存
す
る
。



タ
ワ

高
山
寺
本
　
曳
韻
　
過
（
三
〇
五
2
）
3

タ

ワ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

ワ

（

墨

）

観
智
院
本
　
麻
韻
　
瓜
〈
平
）
（
僧
二
五
八
8
）
　
考
　
（
平
〉
（
悌
一
三
六
3
）

タ
ワ
ン

脚
韻
　
桓
至
（
法
三
四
七
2
）

と
こ
ろ
が
、
図
書
寮
本
『
類
架
名
義
抄
』
　
の
正
音
注
に
は
、
「
ク
ワ
ー
」
　
の

表
記
例
は
無
く
、
「
火
－
」
　
の
例
ば
か
り
で
あ
る
。
左
に
記
す
。

潰
〈
火
イ
重
（
二
六
五
5
）
　
承
（
火
イ
平
）
（
二
七
三
1
）

宏
〈
火
ウ
平
｝
（
三
一
一
2
）
　
萱
（
火
ム
平
〉
（
二
四
六
5
）

桓
（
火
ン
平
〉
（
三
一
八
4
）

し
か
し
、
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
お
い
て
も
、
眞
興
音
に
は
　
「
ク
禾
」

が
二
例
存
す
る
。

そ
も
そ
も
、
拗
音
の
表
記
に
類
音
字
を
用
い
た
の
は
、
当
該
の
中
国
語
音
を

仮
名
表
記
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ

（39）
I
フ
0

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
火
」
　
を
用
い
た
場
合
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
あ
っ

て
な
お
、
中
国
語
原
音
に
近
づ
く
こ
と
を
指
向
し
て
い
た
、
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
。

4
．
虞
韻
開
口
四
等
喩
母
字
へ
の
加
点

高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
で
は
、
虞
韻
開
口
四
等
喩
母
字
の
仮
名
音
注
に
、

一
般
的
な
　
「
ユ
」
　
の
他
に
、
「
イ
ユ
」
　
の
加
点
例
が
あ
る
。

イ

ユ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

　

　

　

　

　

　

　

ユ

庚
（
三
三
九
4
）
　
　
　
瑜
（
二
七
八
7
）
　
践
（
二
六
二
1
）

前
田
家
本
『
色
英
字
類
抄
』
に
は
、
「
ユ
」
　
の
加
点
例
の
み
で
あ
る
。
（
そ
の

他
、
誤
認
か
と
思
わ
れ
る
　
「
シ
ユ
」
　
が
一
例
存
す
る
。
）

ユ

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

稔
至
（
上
3
6
オ
6
）
　
訣
（
平
）
（
上
5
1
オ
5
）
　
遜
〈
平
）
（
下
8
オ
3
）

シ
ユ喩
至
（
上
1
0
2
オ
7
）

四
四

観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
　
「
イ
ユ
」
　
の
表
記
例
が
存
せ
ず
、
改
編
本

『
類
衆
名
義
抄
』
　
の
類
例
を
加
え
ら
れ
な
い
。

た
だ
し
、
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
、
次
の
加
点
例
が
存
す
る
。

イ
ユ

喩
　
（
音
央
（
平
）
）
　
（
二
三
1
）

一
例
の
み
で
あ
る
が
、
高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
　
の
　
「
イ
ユ
」
　
の
表
記
は
、

喩
母
の
頭
音
を
明
示
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

5
．
m
韻
尾
・
n
韻
尾
の
仮
名
表
記

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
一
昔
に
帰
し
た
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
m
韻
尾
・
n

韻
尾
の
区
別
が
あ
る
。

院
政
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
は
、
両
音
の
混
同
を
反
映
し
、
m
韻
尾
を
ン
で
、

n
韻
尾
を
ム
で
書
く
仮
名
表
記
例
が
増
加
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
鎌
倉
時
代
中

（40）

期
に
は
、
両
音
は
同
一
に
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
両
辞
書
の
漢
音
に
つ
い
て
、
両
韻
尾
の
仮
名

表
記
例
を
調
査
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
を
表
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
通
り
で
あ

る
。
　
（
音
形
全
体
の
誤
認
・
韻
尾
仮
名
表
記
部
分
虫
損
例
は
、
除
外
し
た
。
な

お
、
『
類
衆
名
義
抄
』
に
お
け
る
　
（
　
）
　
内
の
数
は
、
墨
点
の
数
を
外
数
で
示

し
た
も
の
、
『
色
英
字
類
抄
』
に
お
け
る
　
（
　
）
　
内
の
数
は
、
掲
出
字
下
方
の

仮
名
数
を
外
数
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

山 ⊥対口H 商
田色 山類 仮象

資
料家集 寺衆

本字 本名 名
類 義 音

抄 抄 注

06 2
ム
m
韻

｛ （
32 4 屈
｝ ） 仮

名
表2 0

ン
｛ （
2 0 記
） ）

00 ン
n
韻

｛ （35 3 尾
｝ ） 仮

名
表5 0 ム

｛ （
1 0 記
｝ ）



高
山
寺
本
『
類
釆
名
義
抄
』
　
二
二
巻
本
『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
と
も
に
、

院
政
末
期
の
状
態
を
反
映
す
る
と
考
え
る
と
、
ど
ち
ら
も
良
く
雨
音
を
区
別
し

た
表
記
が
保
た
れ
て
い
る
。

た
だ
、
高
山
寺
本
『
類
釆
名
義
抄
』
に
、
古
用
に
反
す
る
例
が
皆
無
で
あ
る

（41）

こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

五
、
ま
と
め

以
上
、
高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
と
三
巻
本
『
色
薬
字
類
抄
』
前
田
家
本

に
加
点
さ
れ
た
漢
音
が
、
と
も
に
、
院
政
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
漢
音
を

記
し
た
も
の
と
考
え
、
両
者
を
比
較
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
声
調
・
音
形
と
も
に
、
両
者
の
漢
音
に
差
が
見
ら
れ
た
。
差
の

内
実
は
、
こ
れ
ま
で
記
し
て
来
た
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
使
用
さ
れ
た
漢
音
に
複
数
の
も
の
が

存
し
た
こ
と
を
具
体
的
に
記
述
す
る
、
と
い
う
本
稿
の
目
的
は
、
達
せ
ら
れ
た
。

記
述
し
て
き
た
各
項
目
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
高
山
寺
本
『
類
衆
名

義
抄
』
が
中
国
中
古
音
の
規
範
に
近
い
音
を
記
そ
う
と
し
て
お
り
、
三
巻
本

『
色
英
字
類
抄
』
前
田
家
本
が
、
漢
籍
の
読
書
・
仏
典
の
読
諦
等
に
、
日
本
で

実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
漢
音
を
記
そ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
知
ら
れ
た
、
『
類
釆
名
義
抄
』
と
『
色
英
字
類
抄
』
と
の
漢
音
の
相

違
は
、
右
の
よ
う
に
考
え
て
、
と
も
に
当
時
の
日
本
漢
音
と
し
て
捉
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

で
は
、
な
ぜ
、
そ
れ
ら
の
音
が
と
も
に
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
考
察
は
、
さ
ら
に
多
く
の
資
料
の
実
態
記
述
後
に
行
な
い
た
い
。

た
だ
、
現
時
点
で
は
、
こ
の
よ
う
な
漢
音
が
両
立
し
て
い
た
の
は
、
移
点
に

ょ
っ
て
古
い
音
が
一
方
に
残
存
し
て
い
る
と
し
て
も
、
当
該
文
献
加
点
時
に
お

（42）

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
、
同
時
代
に
お
け
る
漠
字
音
の
多
様
な
実
態
を
記
述
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
時
代
に
お
け
る
課
題
で
あ
る
が
、
中
世
は
、
そ
の
多
様

性
を
知
る
資
料
に
恵
ま
れ
て
い
る
。



字下切反別義名一衆噸本寺山高l表

廣

韻

＼

声軋 声上 声去 声入
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入
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字制単本家田前軌類字薫唯本巻三3表
廣

韻

＼

声平 声上 声去 声入

全 次 全 次 全 次 全 次 全 次 全 次 全 次 全 次

点 清 清 濁 濁 活 活 濁 濁 活 活 濁 濁 活 滴 濁 濁

平

835 211 00002 1エリ2 ∩7 4 2 5 00 5 4 4 1 1 1

平

軽 ′01 3 5 2 1

上

2 3 1 3 5′hY
5 42 73 1 1 2

去

4 3 3 3 5 0
ノ

07 61 お 53

入

軽 n7 2 1 ′0

入

1 1 1 9‾、＿
31 0

ノ
2 ′02



注（
1
）
　
佐
々
木
勇
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相
」
　
（
「
鎌
倉
時
代
語
研

究
」
　
第
二
三
輯
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）
、
「
日
本
漢
字
青
史
に
お
け
る
位
相
的
研

究
」
　
（
「
国
文
学
」
　
第
四
八
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
、
参
照
。

（
2
）
　
岡
田
希
雄
『
類
衆
名
義
抄
の
研
究
』
　
二
九
四
四
年
、
一
條
書
房
）
以
降
の
諸
論
考
、

参
照
。

（
3
）
　
こ
の
本
は
、
同
じ
く
天
理
図
書
館
蔵
の
東
寺
観
智
院
旧
蔵
本
と
区
別
す
る
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
高
山
寺
本
・
観
智
院
本
と
呼
称
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、

本
稿
で
も
、
こ
の
呼
称
を
用
い
る
。

（
4
）
　
佐
々
木
勇
　
「
古
字
書
に
お
け
る
反
切
・
同
音
字
注
へ
の
声
点
加
点
に
つ
い
て
」

（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
一
五
輯
、
二
〇
〇
五
年
九
月
）
、
参
照
。
高
山
寺
本

残
存
部
分
に
お
け
る
両
本
の
声
点
加
点
数
は
、
左
表
の
と
お
り
で
あ
る
（
対
応
す
る
掲

出
字
あ
る
い
は
音
注
が
一
方
の
本
文
に
存
在
し
な
い
場
A
q
　
ど
ち
ら
か
の
訓
点
が
虫

損
・
破
損
等
で
不
明
の
場
合
は
、
比
較
対
象
か
ら
除
外
し
た
）
。

同 反 反
音 切 切
字 下 上
注 字 字

五
八
五

＿ 一

高
山

五 一 六
寺
本

五
九
五

＿ 一

観
智

七 一 七
院
本

（
5
）
　
以
下
が
、
そ
の
総
て
で
あ
る
。

【
高
山
寺
本
】
胡
昆
〈
平
〉
反
三
二
二
5
）
・
乃
韮
至
反
（
三
三
九
l
）
　
（
両
例
と
も
・

平
声
点
は
上
字
に
加
点
。
）

【
観
智
院
本
】
所
諌
喜
反
（
悌
上
九
五
6
）
・
胡
貫
き
反
（
彿
上
七
五
6
）
・
胡
貫
喜

反
（
彿
上
七
六
8
）
　
（
三
例
と
も
、
去
声
点
は
、
上
字
の
入
声
点
と
し
て
加
点
。
）

四
八

尼
爾
毒
反
（
悌
上
三
八
4
）
（
平
声
濁
点
は
、
上
字
に
加
点
。
）
　
於
僑
至
反
（
彿

上
一
二
九
6
）
　
（
平
声
点
は
、
直
下
の
　
「
反
字
」
　
に
加
点
。
）

（
6
）
　
草
川
昇
「
『
五
本
対
照
　
類
緊
名
義
抄
和
訓
集
成
』
（
全
四
巻
）
を
出
版
し
て
」

（
「
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集
」
四
九
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
で
は
、
高
山
寺
本

の
掲
出
字
数
を
五
〇
六
一
と
し
て
い
る
。

（
7
）
　
正
音
の
仮
名
音
注
加
点
に
際
し
て
も
、
改
編
本
は
異
本
を
参
照
し
て
い
る
ら
し
く
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る
。

逗
（
雪
〈
竺
j
（
高
山
寺
本
三
〇
〇
3
）
（
鎖
国
守
国
神
社
本
（
一
八
1
）
に
も
、

同
じ
く
　
「
或
ト
ウ
」
　
（
塁
）
の
記
入
が
存
す
る
。
）

（
8
）
　
望
月
郁
子
『
類
衆
名
義
抄
の
文
献
学
的
研
究
』
　
（
一
九
九
一
年
、
笠
間
書
院
）
第
一

部
第
五
章
二
で
は
、
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
の
正
音
注
を
比
較
し
、
「
観
智
院
本
の

注
文
中
初
出
の
反
切
が
図
書
寮
本
の
反
切
と
一
致
す
る
も
の
」
は
、
半
数
程
度
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

（
9
）
　
小
松
英
雄
『
日
本
声
調
史
論
考
』
二
九
七
一
年
、
風
間
書
院
）
第
Ⅲ
部
第
四
章
。

（
1
0
）
　
注
（
8
）
望
月
著
書
、
四
九
五
貢
。

（
‖
）
　
築
島
裕
「
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て
」
　
（
九
州
大
学
文
学
部
国
語
国

文
学
研
究
室
編
『
福
田
良
輔
教
授
退
官
記
念
論
文
集
』
一
九
六
九
年
十
月
）
、
同
「
改

編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見
J
　
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
一
輯
、
一
九
八
八
年

八
月
）
、
参
照
。

（
1
2
）
　
築
島
裕
「
叡
山
文
庫
天
海
蔵
↓
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
琉
」
建
久
点
に
見
え
る
類
衆
名

義
抄
の
逸
文
」
　
（
「
国
語
学
」
第
四
十
集
、
一
九
六
〇
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
改
編
本

『
類
衆
名
義
抄
』
か
ら
引
用
し
た
か
と
判
断
さ
れ
る
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
の
書
き

込
み
中
に
、
反
切
へ
の
仮
名
音
注
が
存
す
る
。

（
1
3
）
　
太
田
晶
二
朗
「
尊
経
聞
三
巻
本
色
菜
字
類
抄
解
説
」
　
（
『
尊
経
関
歳
三
巻
本

色
美
字
類
抄
　
単
』
　
へ
一
九
八
四
年
、
勉
誠
杜
）
所
収
）
、
乾
善
彦
r
色
菓
字
類
抄
・



伊
呂
波
字
類
抄
」
　
（
西
崎
亨
霜
『
日
本
古
辞
書
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
　
二
九
九
五
年
、

世
界
思
想
社
）
　
所
収
）
な
ど
は
、
寿
永
年
間
（
一
一
八
二
～
一
一
八
四
）
の
書
写
と
し
、

峰
岸
明
　
「
尊
経
間
文
庫
蔵
『
色
英
字
類
抄
』
三
巻
本
　
解
説
」
　
（
『
尊
経
閣
善
本
影
印

集
成
1
8
　
色
英
字
類
抄
一
三
巻
本
』
　
（
一
九
九
九
年
、
八
木
書
店
）
所
収
）
は
、

「
院
政
期
末
か
」
　
と
す
る
。
ま
た
、
峰
岸
明
「
三
巻
本
　
色
葉
字
類
抄
　
解
説
J
　
（
中

田
祝
夫
∴
峯
岸
明
『
色
英
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引
黒
川
本
影
印
編
』
　
（
一
九

七
七
年
、
風
間
書
房
）
　
所
収
）
、
金
子
彰
「
色
英
字
類
抄
・
伊
呂
波
字
類
抄
」
　
（
『
日

本
辞
書
辞
典
』
　
（
お
う
ふ
う
）
　
所
収
）
な
ど
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
書
写
と
す
る
。

（
1
4
）
　
鈴
木
真
書
男
　
「
三
巻
本
色
菜
字
類
抄
の
漢
字
音
標
記
（
こ
　
－
直
音
音
注
に
つ
い

て
－
」
　
（
　
「
文
芸
と
思
想
」
　
二
四
号
、
一
九
六
三
年
六
月
）
、
峰
岸
明
　
「
三
巻
本
　
色

粟
字
類
抄
　
解
説
」
　
（
中
田
祝
夫
∴
峯
岸
明
『
色
英
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引
黒

川
本
影
印
編
』
所
収
）
、
二
戸
麻
砂
彦
　
「
前
田
家
本
色
薬
字
類
抄
昔
注
致
I
　
－
同
音

字
注
の
考
察
－
」
　
（
「
国
語
研
究
」
　
第
四
二
号
、
一
九
七
九
年
三
月
）
、
高
松
政
雄

「
前
田
家
本
色
粟
字
類
抄
の
声
点
に
つ
い
て
」
　
（
「
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
」
第
一
五

号
、
一
九
八
二
年
三
月
）
、
参
照
。

（
1
5
）
　
前
注
二
戸
論
文
、
五
六
頁
。

（
1
6
）
　
奥
村
三
雄
r
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
小
考
　
－
三
巻
本
色
英
字
類
抄
を
中
心
と
し
て

ー
」
　
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
　
第
三
二
輯
、
一
九
六
六
年
二
月
）
、
注
（
1
4
）
高
松
論

文
。

（
1
7
）
　
沼
本
克
明
「
平
安
時
代
に
於
る
日
常
漢
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
　
（
「
国
語
国
文
」
第
四

八
巻
六
号
、
一
九
七
九
年
六
月
）
。
後
に
、
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に

就
て
の
研
究
』
（
一
九
八
二
年
、
武
蔵
野
書
院
）
に
所
収
。

（
1
8
）
　
高
松
政
雄
「
呉
音
声
調
史
上
の
一
駒
　
－
色
英
字
類
抄
の
声
点
－
」
二
岐
阜
大
学

教
育
学
部
研
究
報
告
　
人
文
科
学
」
第
二
八
巻
、
一
九
八
〇
年
三
月
）
。

（
1
9
）
　
単
字
掲
出
字
に
限
れ
ば
、
声
調
に
つ
い
て
の
分
析
に
際
し
て
、
単
字
で
あ
る
た
め
、

漢
語
と
し
て
の
直
上
直
下
漢
字
の
音
形
・
声
調
の
影
響
を
考
慮
せ
ず
と
も
良
い
の
も

利
点
で
あ
る
。

（
空
　
峰
岸
明
r
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
色
英
字
類
抄
』
三
巻
本
　
解
説
」
　
（
『
尊
経
閣
善
本
影

印
集
成
1
8
　
色
菓
字
類
抄
一
三
巻
本
』
　
（
一
九
九
九
年
、
八
木
書
店
）
所
収
）
。

（
2
1
）
　
漢
字
の
横
か
下
か
の
判
断
に
迷
う
例
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
仮
名
音
注
の
始
ま
り

の
位
置
が
掲
出
字
に
か
か
っ
て
い
れ
ば
、
右
傍
と
し
た
。

（
2
2
）
　
高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
は
、
正
音
の
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点
例
は
無
い
。

観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
の
全
体
で
、
僅
か
に
二
例
（
「
ヰ
至
ン
至
」
　
（
僧
八
五

1
）
・
「
セ
毒
i
雲
√
」
　
（
僧
二
〇
六
7
）
）
　
の
加
点
例
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

（
2
3
）
　
佐
々
木
勇
「
日
本
漢
音
に
お
け
る
止
摂
合
口
字
音
の
受
容
に
見
ら
れ
る
位
相
差
」

二
回
語
国
文
」
第
七
十
三
巻
第
七
号
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）
に
、
三
巻
本
『
色
英
字

類
抄
』
前
田
家
本
に
お
い
て
見
ら
れ
る
　
「
ス
ヰ
」
等
の
表
記
が
、
掲
出
字
右
傍
に
限

ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
2
4
）
　
注
（
4
）
佐
々
木
論
文
、
参
照
。

（
2
5
）
　
注
文
の
仮
名
音
注
に
声
点
加
点
し
た
例
が
、
下
の
一
例
の
み
存
す
る
。
「
倍
（
薄

乃
毒
反
　
又
昔
ハ
〈
平
！
イ
j
」
　
（
四
オ
2
）
。
し
か
し
、
こ
れ
は
呉
音
形
・
呉
音
声

調
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
6
）
　
他
に
、
観
智
院
本
と
の
対
照
に
よ
り
、
反
切
下
字
に
着
く
べ
き
も
の
の
誤
写
と
判

断
さ
れ
る
「
胡
（
平
）
」
　
（
三
二
二
5
）
・
「
乃
j
二
三
三
九
1
）
が
有
る
。

（
2
7
）
　
『
廣
韻
』
平
声
字
に
上
声
点
を
加
点
し
た
「
之
（
上
ご
が
、
唯
一
の
例
外
と
な
る
。

高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
で
は
、
反
切
下
字
に
も
、
平
声
点
加
点
例
「
如
之
至

反
」
　
（
三
五
五
5
）
以
外
に
、
「
火
之
…
反
」
　
（
二
七
四
1
）
の
上
声
点
加
点
例
が
存
す

る
。

（
2
8
）
　
表
1
で
は
、
『
廣
韻
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
漢
字
は
、
対
象
に
し
て
い
な
い
（
表

2
・
3
も
同
様
）
。
ま
た
、
観
智
院
本
と
の
対
照
に
よ
っ
て
、
誤
写
と
判
断
さ
れ
る

四
九



「
正
j
　
（
三
〇
〇
6
・
追
）
　
（
観
智
院
本
で
は
去
声
点
加
点
）
・
「
夜
（
入
ご
　
三
九
六

l
）
（
観
智
院
本
で
は
同
音
字
「
昨
」
に
入
声
点
加
点
）
・
「
減
至
」
　
（
二
七
五
4
）
　
（
観

智
院
本
で
は
　
「
成
J
　
）
　
を
、
対
象
外
と
し
た
。

（
2
9
）
　
注
（
4
）
佐
々
木
論
文
で
は
、
本
文
記
載
例
以
外
に
、
逮
（
音
代
（
圭
）
又
音
弟
j
　
（
二

九
四
4
）
お
よ
び
妨
（
音
弟
j
　
（
三
四
五
5
）
の
「
弟
」
二
例
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、

「
逮
」
　
は
、
『
廣
韻
』
に
去
声
に
し
か
登
載
さ
れ
な
い
漢
字
で
あ
り
、
観
智
院
本
の

「
弟
」
　
へ
の
声
点
も
二
例
と
も
去
声
点
で
あ
る
た
め
、
全
濁
上
声
の
去
声
化
例
で
は

な
い
、
と
判
断
し
た
。
こ
こ
に
、
前
稿
を
訂
正
す
る
。

（
3
0
）
　
注
（
1
7
）
沼
本
著
書
第
二
部
第
五
章
、
参
照
。

（
3
1
）
　
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
』
・
観
智
院
本
は
じ
め
改
編
本
『
類
乗
名
義
抄
』
に
も
、

同
音
字
注
に
は
、
全
濁
上
声
の
去
声
化
例
を
指
摘
で
き
る
。
注
（
4
）
佐
々
木
論
文
、

参
照
。

（
耶
ご
　
「
抽
」
と
の
誤
認
で
平
声
点
が
加
点
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
抜
至
チ
ウ
」
　
（
上
7
8
オ

4
）
を
、
対
象
外
と
し
た
。

（
3
3
）
　
日
本
語
に
お
け
る
個
々
の
漢
字
の
声
調
史
、
漢
語
声
調
史
研
究
は
、
和
語
の
ア
ク

セ
ン
ト
史
研
究
と
比
べ
、
著
し
く
遅
れ
て
い
る
。
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

（
3
4
）
　
第
二
例
「
茂
」
に
加
点
さ
れ
た
仮
名
を
、
「
ホ
ム
」
と
し
た
。
「
ホ
ウ
」
　
の
誤
写

エ
ム

か
と
疑
わ
れ
る
が
、
類
例
が
存
す
る
　
（
　
「
恒
」
　
（
悌
八
六
8
）
）
。
よ
っ
て
、
あ
る
い

は
、
観
智
院
本
の
祖
本
で
は
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
語
新
論
』
　
（
一
九
六
九
年
、
東
京

大
学
出
版
会
）
四
一
八
頁
に
指
摘
が
あ
り
、
馬
淵
和
夫
「
も
う
一
つ
の
昭
音
表
記
」

（
　
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
　
第
九
四
韓
、
一
九
九
四
年
九
月
）
　
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ

た
、
喉
内
韻
尾
を
表
記
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
仮
名
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
3
5
）
　
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
』
　
（
一
九
九
七
年
、
汲
古
書
院
）
第
三

部
第
一
章
。

（
3
6
）
　
右
注
著
書
、
八
〇
・
八
一
頁
。

（
3
7
）
　
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
』
の
声
点
加
点
に
本
文
・
注
文
と
合
わ
な
い
も
の
が
存

す
る
こ
と
か
ら
、
声
点
加
点
者
は
撰
者
と
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
（
9
）

小
松
著
書
四
八
二
頁
）
。
こ
れ
も
、
同
様
の
事
象
と
言
え
る
。

火
タ

（
3
8
）
　
そ
の
他
、
呉
音
形
で
は
あ
る
が
、
陽
韻
の
　
「
畢
」
　
（
四
〇
九
7
）
の
例
も
存
す
る
。

（
3
9
）
　
春
日
政
治
「
聖
語
蔵
御
本
央
抱
魔
羅
経
の
字
音
点
」
　
（
「
文
学
研
究
し
第
二
三
稗
、

一
九
三
八
年
六
月
）
以
後
の
諸
研
究
。

（
4
0
）
　
沼
本
克
明
『
日
本
漠
字
音
の
歴
史
』
　
二
九
八
六
年
、
東
京
堂
出
版
）
　
二
四
一
～

二
四
三
頁
。

（
4
1
）
　
m
・
n
韻
尾
の
区
別
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
鎌
倉
中
期
書
写
の
観
智
院
本

『
類
衆
名
義
抄
』
に
つ
い
て
、
高
山
寺
本
『
類
変
名
義
抄
』
と
同
様
の
表
を
作
成
す

る
と
、
左
表
と
な
る
　
（
高
山
寺
本
の
数
も
再
掲
す
る
）
。

観 高対

智類 山類 象

院栗 寺衆 仮

名
立

資

料本名 本名

義 義

抄 抄 日
注

gq′h
2

ム
m
韻

〈
4

（
4 尾

） ） 仮

名

表1 0
ン

〈 （ 記
2 0
〉 〉

36 00 ン
n
韻

（ （
3 3 尾

） 〉 仮

名

表0
ム

（ 〈 記
3 0
） 〉

観
智
院
本
『
類
架
名
義
抄
』
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
資
料
と
し
て
は
、
雨
音
の
表

記
上
の
区
別
が
厳
密
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
朱
筆
が
n
韻
尾
を
ム
で
表
記
す
る
‖
例
は
、
す
べ
て
借
上
に
存
す
る
。

（
4
2
）
　
小
松
英
雄
「
日
本
字
音
の
諸
体
系
　
－
－
読
調
音
整
備
の
目
的
を
中
心
に
ー
ー
」

（
築
島
裕
編
『
日
本
漢
字
音
論
輯
』
　
（
一
九
九
五
年
、
汲
古
書
院
）
　
所
収
。
も
と
は
、

東
方
学
会
機
関
誌
「
A
C
T
A
 
A
S
I
A
T
H
C
A
」
　
（
第
六
五
巻
、
一
九
九
三
年
八
月
）
に
収
載
の



英
語
に
よ
る
論
文
）
　
）
、
福
島
直
恭
『
　
（
あ
ぶ
な
い
．
a
l
）
　
が
　
（
あ
ぶ
ね
え
霊
　
に
か
わ

る
時
』
　
（
二
〇
〇
二
年
、
笠
間
書
院
）
、
参
照
。

使
用
テ
キ
ス
ト
（
用
例
所
在
は
、
各
複
製
本
の
頁
数
と
行
数
と
で
示
す
。
た
だ
し
、
『
色

英
字
類
抄
』
は
、
原
本
の
丁
数
で
示
し
た
。
）

高
山
寺
本
『
類
衆
名
義
抄
』
－
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
2
二
九
七
一
年
、
八
木
書
店
）
。

観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
－
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
3
2
3
3
3
4
（
一
九
七
六
年
、
八
木
書

店）。

図
書
寮
本
『
類
栗
名
義
抄
』
－
闇
書
寮
本
　
類
衆
名
義
抄
二
九
五
〇
年
、
便
利
堂
）
お

よ
び
原
本
調
査
。

鎮
国
守
国
神
社
本
『
類
衆
名
義
抄
』
－
鎮
国
守
国
神
社
蔵
本
　
三
賞
類
果
名
義
抄
（
一
九

八
六
年
、
勉
誠
社
）
お
よ
び
原
本
調
査
。

三
巻
本
『
色
菓
字
類
抄
』
前
田
家
本
I
等
経
聞
蔵
三
巻
本
色
英
字
類
抄
二
九
八
四
年
、

勉
誠
社
）
。

〔
さ
さ
き
　
い
さ
む
、
広
島
大
学
大
学
院
助
教
授
〕

（
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
日
受
理
）

五
一


